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（1）A-1）「溫祚王 二十四年 秋七月 王作熊川柵 馬韓王遺使責讓曰 王初渡河 無所容足 吾割東北一百里之地安之 其
待王不爲不厚 宜思有以報之 今以國完民聚 謂莫與我敵 大設城池 侵犯我封疆 其如義何 王慙壞其柵」
（2）A-2）「溫祚王 二十六年 秋七年 王曰 馬韓漸弱 上下離心 其勢不能久 儻爲他所幷 則脣亡齒寒 悔不可及 不如先
人而取之 以免後艱 冬十月 王出師陽言田獵 潛襲馬韓 遂幷其國邑 唯圓山錦峴二城 固守不下」
（3）A-3）「溫祚王 三十四年 冬十月 馬韓舊將周勤據牛谷城叛 王躬帥兵五千討之 周勤自經 腰斬其尸 幷誅其妻子」
（4）B-1）「馬韓在西 . 其民土著 種植 知蠶桑 作緜布 . 各有長帥 大者自名爲臣智 其次爲邑借 散在山海閒 無城郭 . 有
爰襄國 牟水國 桑外國 小石索國 大石索國 優休牟涿國 臣濆沽國 伯濟國 速盧不斯國 日華國 古誕者國 古離國 
怒藍國 月支國 咨離牟盧國 素謂乾國 古爰國 莫盧國 卑離國 占離卑國 臣釁國 支侵國 狗盧國 卑彌國 監奚卑離
國 古蒲國 致利鞠國 冉路國 兒林國 駟盧國 內卑離國 感奚國 萬盧國 辟卑離國 臼斯烏旦國 一離國 不彌國 支半
國 狗素國 捷盧國 牟盧卑離國 臣蘇塗國 莫盧國 古臘國 臨素半國 臣雲新國 如來卑離國 楚山塗卑離國 一難國 
狗奚國 不雲國 不斯濆邪國 爰池國 乾馬國 楚離國 凡五十餘國 . 大國萬餘家 小國數千家 總十餘萬戶 . 辰王治月
支國」


































（5）侯準旣僭號稱王 爲燕亡人衛滿所攻奪 將其左右宮人走入海 居韓地 自號韓王 其後絶滅 今韓人猶有奉其祭祀者 . 
漢時屬樂浪郡 四時朝謁 魏略曰 初 右渠未破時 朝鮮相歴谿卿以諫右渠不用 東之辰國 時民隨出居者二千餘戶 
亦與朝鮮貢蕃不相往來（『三國志』魏書東夷傳韓條）
（6） 青銅器～初期鉄器時代に該当するであろうが、正確にいつからなのかはわからない。
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交渉主体を示す記録が『晋書』にみられる。『晋書』武帝紀と東夷伝馬韓条の記録をみると（表 1）、






表 1　『晋書』にみられる 3 世紀末の馬韓と中国の交流
年代 内容 典拠
276 咸寧二年 二月甲午 東夷八國歸化 晉書 武帝紀
276 咸寧二年 秋七月癸丑 東夷十七國來附 〃
277 咸寧三年 十二月 東夷三國前後千餘輩 各帥種人部落來附 〃
277 咸寧四年 三月辛酉 東夷六國來獻 〃
277 咸寧三年 復來 明年又請內附 晉書 東夷傳 馬韓條
278 咸寧四年 十二月甲午 東夷九國來附 晉書 武帝紀
280 太康元年 甲申 東夷十國歸化 〃
280 太康元年 秋七月 東夷十二國朝獻 〃
280 ～ 281 武帝太康元年（280） 二年（281） 其主頻遣使入貢方物 晉書 東夷傳 馬韓條
281 太康二年 三月景申 東夷五國來獻 晉書 武帝紀
281 太康二年 夏六月 東夷五國來附 〃
282 太康三年 九月 東夷二十九國歸化 獻其方物 〃
286 太康七年 八月 東夷十二國來附 〃
286 太康七年 時歲 馬韓等十一國 遣使來獻 〃
286 ～ 289 武帝太康 七年（286） 八年（287） 十年（289） 又頻至 晉書 東夷傳 馬韓條
287 太康八年 八月 東夷二國來附 晉書 武帝紀
288 太康九年 九月 東夷七國詣校尉來附 〃
288 太康十年 東夷十一國來附 〃
288 太康十年 時歲 東夷絶遠三十餘國 西南夷二十餘國來獻 〃
290 太熙元年 二月辛丑 東夷七國朝貢 〃
290 詣東夷校尉何龕上獻 晉書 東夷傳 馬韓條
291 永平元年 時歲 東夷十七國 晉書 武帝紀

































（7）「桓靈之末 韓濊彊盛 郡縣不能制 民多流入韓國」（『三國志』魏書東夷傳韓條）










図 2　世宗市（旧・燕岐郡）石三里 14 号同穴合葬土壙墓
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図 3　楽浪地域の合葬墓
1. 平壌市貞栢洞 37 号　2. 平壌市貞栢洞 53 号　3. 平壌市貞栢洞 3 号　4. 平壌市貞栢洞 2 号
表 2　韓半島中・南部地域における土壙合葬墓遺跡一覧表（キムソンオク 2015）








仁川市中山洞 1   1   1 2 50%
金浦市陽村 42     1 1 2 2.30%
烏山市闕洞 35   1   1 2 2.80%




天安市大花里 · 新豊里 64   1   1 65 1.50%
清州市松節洞 13   3   3 6 18.70%
清州市鳳鳴洞 232 7 3   10 20 4.10%
清州市山南洞 42-6 6 2 1   3 6 33.30%
清州市新鳳洞 297 1 4   5 10 1.60%
清原郡松垈里 73 4 2   6 12 7.60%
清原郡上坪里 21   1   1 2 4.50%
燕岐郡鷹巖里 9 1 3   4 8 30.80%
燕岐郡龍湖里 37 3     3 40 7.50%
燕岐郡松院里 36 2     2 4 5.30%
燕岐郡松潭里 52   2   2 4 3.70%
燕岐郡石三里 69 2 1 1 4 8 5.50%
錦江
中流域
公州市南山里 27 1     1 2 3.60%
公州市徳芝里 50 1     1 2 2%
公州市下鳳里 9 3     3 6 25%
甲川流域 大田市弓洞 19 1     1 2 5%
西海岸
流域
瑞山市禮川洞 103 1     1 2 1%
瑞山市余美里 22 1     1 2 4.30%
南漢江
上流域
忠州市金陵洞 130 3 13   16 32 11%




尚州市新興里 121 7 7 1 15 30 9.10%
慶州市九魚里 21 1     1 2 4.50%
慶州市九政洞 1 1     1 2 50%
慶州市徳泉里 124 6 1   7 14 5.30%
慶州市舍羅里 70 2     2 4 2.80%
慶州市朝陽洞 39 1     1 2 2.50%
慶州市隍城洞 131 7     7 14 5.10%
大邱市八達洞 112 2 2   4 8 3.40%
慶山市林堂 83 2     2 4 2.30%
密陽市貴明里 226 7 2   9 18 2.20%
計 2,353 71 51 3 125 356 4.90%































図 5　楡樹老河深遺跡遺構配置図 図 6　老河深遺跡出土銅柄鉄剣




















一方、北方文化の流入と関連して、清州市鳳鳴洞 C-31 号墓と忠州市金陵洞 78-1 号墓で製作技










元前 2 年）」銘漆杯や石巌里出土品から、上限は紀元前 1 世紀以前にさかのぼり、下限は高句麗
の慈城郡西海里 2-1 号墳で共伴している歩揺付飾金具が、「戊戌（338 年）」年銘瓦当が出土した
集安市禹山下 992 号墓出土品と類似している点を考慮すると、4 世紀前半頃まで下りうる。金陵
洞出土品は二孔式から変化する過渡期の立聞式金具が付いており、型式学的に西海里出土品より
先行するものと考えられている（諫早直人 2007，pp.21 ～ 25）。一方、清州市鳳鳴洞 C-31 号のも
のは、4 世紀前半～中頃を前後する時期とみている（成正鏞 2006）。したがって、遅くとも 3 世
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図 7　中原地域における馬韓・百済の馬具
1. 忠州市金陵洞 78-1 号　2. 清州市鳳鳴洞 C-31 号　3. 清州市鳳鳴洞 A-31 号　4. 清
州市鳳鳴洞 C-9 号　7～ 11. 清州市新鳳洞　12. モンゴルホドゥギントルゴイ 1 号墳
13. 天安市斗井洞 5 号　14. 原州市法泉里 1 号石室墓
図 8　 金浦市雲陽洞（1・3）、石湖王八脖子墓群（2）、吉林省楡樹老河








































表 3　4 ～ 5 世紀の百済漢城期における中国との交流
年代 内容 典拠
372
咸安二年 春正月 百濟 林邑王 各遣使 貢方物 晉書 簡文帝紀
二十七年 春正月 遣使入晉朝貢 三國史記 百濟本紀 近肖古王
372 咸安二年 六月遣使 拜百濟王餘句爲鎭東將軍 領樂浪太守 晉書 簡文帝紀
373 二十八年 春二月 遣使入晉朝貢 三國史記 百濟本紀 近肖古王
379 五年 春三月 遺使朝晉 其使海上遇惡風 不達而還 三國史記 百濟本紀 近仇首王
379 太元四年 九月 東夷五國遣使來貢方物 晉書 孝武帝紀
384
太元九年 秋七月 百濟遣使來貢方物 . 〃
秋七月 遣使入晉朝貢 九月 胡僧摩羅難陁自晉至 王迎致宮内禮敬焉 
佛法始於比 
三國史記 百濟本紀 枕流王 
386
太元十一年 夏四月 以百濟王世子餘暉爲使持節 都督鎭東將軍百濟
王（百濟 辰斯王）
〃
406 二月 遣使入晉朝貢 三國史記 百濟本紀 腆支王 
416
義熙十二年 以百濟王餘映爲使持節都督百濟諸軍事鎭東將軍百濟王 宋書 夷蠻列傳 百濟
十二年 東晉安帝遣使冊命王爲使持節都督百濟諸軍事鎭東將軍百濟王 三國史記 百濟本紀 腆支王 
424 少帝 景平二年 映遣長史張威詣闕貢獻（百濟 久爾辛王） 宋書 夷蠻列傳 百濟
425 元嘉二年 太祖詔之曰 皇帝問使持節都督百濟諸軍事鎭東大將軍百濟王 〃
429 三年 秋 遣使入宋朝貢 三國史記 百濟本紀 毗有王
430
元嘉七年 百濟王餘毗復修貢職 以映爵號授之 宋書 夷蠻列傳 百濟
四年 夏四月 宋文皇帝以王復修職貢 三國史記 百濟本紀 毗有王
440 十四年 冬十月 遣使入宋朝貢 〃
450
元嘉二十七年 毗上書獻方物 私假臺使馮野夫西河 太守 表求易林．
式占．腰弩 太祖並與之 
宋書 夷蠻列傳 百濟









471 泰始七年（471 年 ; 百済蓋鹵王十七年） 又遣使貢獻 〃
472
十八年 遣使朝魏上表曰 三國史記 百濟本紀 蓋鹵王
 魏 延興二年 其王餘慶始遣其冠軍將軍駙馬都尉弗斯侯．長史餘禮．
龍驤將軍帶方太守司馬張茂等上表自通 
魏書 列傳 百濟
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２．考古資料
1）夢村土城出土金銅銙帯金具






があげられるだろう。2002 年頃までで約 100 点が出土していたが、現在は 200 点を上回る（表 4・








図 9　晋代金銅銙帯金具（パクスンバル 1999：図 5）
1：夢村土城　　2：中国湖北漢陽　　3：銙帯復元図




















表 4　百済の中央遺跡出土中国陶磁現況（イムヨンヂン 2012：表 1 に追加）
時期
生活 · 儀礼 古墳









































































（4C 後～ 5C 初）
図 10　百済地域出土中国陶磁器の分布例（イムヨンヂン 2012：図 5）
天安龍院里（左）
・花城里（右）
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表 5　百済の地方遺跡出土中国陶磁現況（イムヨンヂン 2012：表 1 に追加）
時期
生活 · 儀礼 古墳





















































成温度などが百済土器の広口長頸壺の特徴を忠実に反映しており、4 世紀末～ 5 世紀初頭に編年
できる資料である。これは大田・清州などの錦江流域の内陸地域で生産されたものか、あるいは
少なくともその地域の工人が日本列島に来て直接的に生産に関与した製品とみられる。時期的に




遣于百濟國 慰勞其王 時百濟肖古王 深之歡喜 而厚遇焉 仍以
五色彩絹各一匹 及角弓剪 並鐵鋌四十枚 幣爾波移 . 便復開寶
藏 以示諸珍異曰 吾國多有是珍寶 欲貢貴國 不知道路 有志無





是歳 是歳百濟辰斯王立之失禮於貴國天皇 故遣紀角宿禰 羽田









夏五月 王與倭國結好 以太子腆支爲質 『三國史記』百濟本紀阿辛王 6 年
403 春二月 倭國使者至 王迎勞之特厚 『三國史記』百濟本紀阿辛王 12 年
404
秋八月壬戌朔丁卯 百濟王遣阿直岐 貢良馬二匹 卽養於輕坂上
廐 因以以阿直岐令掌飼 故號其養馬之處曰廐坂也 阿直岐亦能
讀經典
『日本書紀』応神天皇 15 年
（百濟 阿莘王 13 年）
405




腆支在倭聞訃 哭泣請歸 倭王以兵士百人衛送 既至國界 漢城
人解忠來告曰 大王棄世 王弟碟禮殺兄自立 願太子無輕入 腆







409 倭國遣使送夜明珠 王優禮待之 『三國史記』百濟本紀腆支王 5 年






春二月  倭國使至 從者五十人 『三國史記』百濟本紀毗有王 2 年
461
夏四月百濟加須利君飛聞池津媛之所燔殺而籌議曰 昔貢女人
爲釆女 而既無禮 失我國名 自今以後不合貢女 乃告其弟軍君
曰汝宜往日本以事天皇 軍君對曰 上君之命不可奉違 願賜君婦
而後奉遺 加須利君則以孕婦 既嫁與軍君曰 我之孕婦既當産月 
若於路産 冀載一船 隨至何處速令送國 遂與辭訣奉遣於朝六月
丙戌 朔孕婦果如加須利君言 於筑紫各羅嶋産兒 仍名此兒曰嶋
















（左：大阪府豊中市利倉西遺跡、中：錦山郡水塘里 2 号石槨墓、右：大田市龍山洞 3 号土壙墓）
図 15　TK23 型式の須恵器
（左：ソウル市夢村土城、中・右：新鳳洞 B-1・A-31 号土壙墓）
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図 16　清州市新鳳洞古墳群出土外来系遺物
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